●名古屋支部　　　　　　2016年2月13日(土) 14:00～16:30
会場：名古屋市西生涯学習センター　第1集会室

参加者：　吉田孝次、伊賀正夫、長谷部孝男、浅井香代、貞永幸代、小林美樹、木村達也（7名、内会員5名）　
主な話題：
　　1. 彗星のお話 (木村)
　　　　1月10/11日と2月6/7日に星見に行ってきました。　気温は－4度と－７度で車内の

　　　ペットボトルのお茶が凍ってしまいました。
　　　　2013X1は2月6/7日では撮影開始時ではすでに沈んでしまってました。　2013US10

　　　と2014S2は周極星になっていて赤道儀にはなかなか向けにくい位置です。
　　　　カリフォルニア星雲・モンキー星雲・クリスマスツリー星雲は赤い星雲ですがノーマル

　　　のK-3でもここまで写せました。
　　　　同時に撮影したタイムラプス動画です。　2夜分の撮影を使いました。

　　2. 小惑星のお話 (伊賀)

　　　　(4353)Onizaki鬼崎は水野氏・古田氏、(4941)Yahagi矢作は鈴木氏・浦田氏、(11612)Obu大府は中村氏の発見の小惑星です。　すべて16等級ですが、μ210を使っての岡崎からの撮影です。
　　　　(498)Tokio東京の2014年9月14日から11月27日までの測定位置からOrbitLifeを使って軌道を計算しました。　ε160・EOS60DでISO3200,exp10～16秒の画像での結果はO－Cは最大3.3秒角でした。

　　　　2016年版「天文年鑑」の「NEOの接近」で2013 TX68の3/5の接近予報の記事がありました。　2013 TX68は軌道がまだ不確かで、推定される最接近距離が1万7000キロから1400万キロと大きな幅があり、撮影は難しそうです。
　　3. 『小栗順子さんの天文切り絵展』見学紹介（吉田孝次）
　　　　本日、小栗順子さんの天文切り絵展を見に行ってきました。
　　　場所は、愛知県武豊町（名鉄 知多武豊よりコミュニティバスで３駅）の『ゆめたろうプ　
　　　ラザ　ギャラリー』で２０点からなる天文切り絵の展示をされています
　　　　美しく、繊細な天文切り絵でした。
　　　　ギャラリートークのある日がよかったのですが、本部で総会、理事会があり不在にして　
　　　おりますので、名古屋支部例会前に出かけてきました。
　　　
　　　※小栗順子さんは国立天文台 図書館の司書をされておられる多才な方です。明石天文科
　　　学館でも切り絵展示をされました。

　　　　折角、愛知県で展示されていますのでぜひと思い、例会前に行ってきました。　『ゆめ　
　　　たろうプラザ』には、『はやぶさ』の武豊モデルの展示もあり、記念撮影をしてきました
　　4.  天文こぼれ話 (長谷部)
　　　　天体観望会の開催できないかいろいろなところで話しているが、なかなか難しいです。　
　　　模型屋さんでは「自分の所の客層ではいない」といわれ、「星空映画会」ではスクリーン
　　　の横ではできず、苦労しています。
　　　　小林美樹さんの紹介の「名古屋はれークラブ」での「望遠鏡のはなし」は2月28日を

　　　予定しています。　自宅の近くの公民館です。

　　　　　
詳しくはOAA名古屋支部（http://zetta.jpn.ph/oaa_nagoya/）でご覧ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者：木村達也
